
放課後等デイサービス 児童発達支援プログラムの公表について 

令和６年７月１日 

 

尚生こども園（秋田県指定番号 0550200042） 

 

当社の放課後等デイサービスは以下の５領域について個別支援計画を作成し、個人ごとの

児童発達支援プログラムを作成しています。 

 

① 健康・生活 

a) 健康状態の把握 健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を築くための支援を

行います。健康状態の定期的なチェックと子どもの障害の特性や発達の過程・特性

を考慮し、小さなサインから心身の異変に気付けるよう細やかな観察を行います。 

b) 基本的生活スキルの獲得、清潔な身の回りや食事、衣類の脱着、排せつなどの基本

的な生活技能を獲得できるよう支援します。 

c) 構造化等により生活環境を整える 様々な遊びを通して学習できるよう、生活環境

を整えます。また、障害の特性に配慮し、時間や空間を本人に分かりやすく構造化

します。 

 

② 運動・感覚 

a) 保有する感覚の活用 保有する視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用できるよ

う、遊びなどを通して支援します。 

b) 感覚の特性への対応 感覚や認知の特性を考慮し、環境調整などの支援を行い、感

覚の偏りに対応します。 

 

③ 認知・行動 

a) 感覚や認知の活用 保有する視覚、聴覚、触覚などの感覚を活用して、必要な情報

を収集し、認知機能の発達を促します。 

b) 知覚から行動への認知過程の発達 環境から情報を取得し、選択し、行動につなげ

る認知過程の発達を支援します。 

c) 数量、大小、色などの習得 数量、形の大きさ、重さ、色の違いなどの習得を支援

します。 

d) 認知の偏りへの対応 認知の特性を踏まえ、情報処理や認知の偏りに対処し、個々



の特性に合った支援を行います。 

e) 行動障害への予防及び対応 感覚や認知の特性から生じる行動障害の予防や適切な

対応を支援します。 

 

④ 言語・コミュニケーション 

a) 言語の形成と活用 具体的な事物や経験と言葉の意味を結び付け、体系的な言語習

得や自発的な発生を促進します。 

b) 受容言語と表出言語の支援 話し言葉や文字・記号などを用いて、相手の意図を理

解したり、自分の考えを伝えたりする能力を支援します。 

C) 読み書き能力の向上のための支援 障害の特性に合わせた読み書き能力の向上を支

援します。 

 

⑤ 人間関係・社会性 

a) 自己の理解とコントロールのための支援 自己の行動や感情を理解し、コントロー

ルできるように支援します。 

b) 集団への参加への支援 集団活動に参加できるよう支援します。 

c) 模倣行動の支援 遊びを通じて模倣行動を促し、社会性や対人関係の発達を支援し

ます。 

 

1. 家族支援 

〇保護者様の思いを受け止め、寄り添います。 

〇必要な情報を提供して、一緒に子どもたちの育ちについて考えます。 

〇関係機関とつながります。 

〇母親だけでなく家庭全体を見て支援します。 

 

2. 移行支援 

〇ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備 

・販売体験や企業見学を通した自立サポートをします。 

〇同年代のこどもをはじめとした地域における仲間づくり 

・公園等で地域のこどもたちとの遊びを通した交流をします。 

 

 



3. 地域支援・地域連携 

〇子どもが通う医療機関等との情報連携や調整をします。 

〇虐待が疑われる場合には、児童相談所や市の子育て支援課との情報連携をします。 

〇個別のケース会議の開催。（市役所、警察、児童相談所） 

 

4. 職員の質の向上  

〇各種研修会に参加し職員に伝達する機会を設け支援や療育の向上に努めています。 

 

5. 主な行事等 

〇観桜会（５月）、遠足（８月）、ハロウィン（１０月）、クリスマス会（１２月） 

お楽しみ会（ボーリング、お買い物体験、食事マナー体験、輪投げ、ボッチャ等） 

プール、お誕生会、ワークショップ（外部講師による） 

 

 


